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７ 新型コロナウイルス感染症新規感染者数とＨＩＶ検査受検者数の推移 

 

 

８ 大阪市におけるＭＳＭのＨＩＶ検査受検者数推移（推計値） 
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９－１ 大阪市における新規ＨＩＶ感染者・新規エイズ患者報告の状況について（累計） 

（平成元年２月 17日～令和２年 12月 31日） 

（１）年次別推移 

区分 
新規ＨＩＶ 

感染者報告数 

新規エイズ 

患者報告数 
合計 

～平成元年 0 0 0 

平成２年 3 2 5 

平成３年 4 1 5 

平成４年 14 3 17 

平成５年 7 1 8 

平成６年 14 4 18 

平成７年 7 1 8 

平成８年 5 2 7 

平成９年 13 6 19 

平成 10年 25 5 30 

平成 11年 30 13 43 

平成 12年 31 7 38 

平成 13年 58 17 75 

平成 14年 55 16 71 

平成 15年 68 11 79 

平成 16年 99 17 116 

平成 17年 100 16 116 

平成 18年 118 12 130 

平成 19年 130 28 158 

平成 20年 164 31 195 

平成 21年 147 45 192 

平成 22年 165 49 214 

平成 23年 140 50 190 

平成 24年 108 32 140 

平成 25年 145 40 185 

平成 26年 130 42 172 

平成 27年 149 41 190 

平成 28年 119 31 150 

平成 29年 100 33 133 

平成 30年 95 28 123 

平成 31年 87 20 107 

令和 2年 75 19 94 

合 計 2405 623 3028 

 

注）後天性免疫不全症候群の予防に関する法律施行後
（平成元年 2月 17 日以降。平成 11年 4月 1 日より 
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律」に統合）血液凝固因子製剤が原因とされる方は、
法による報告から除外されています。 

（２）感染経路別＜累計＞ 

区分 
新規ＨＩＶ 

感染者報告数 

新規エイズ 

患者報告数 
合計 

異性間性的接触 285 119 404 

同性間性的接触 1916 389 2305 

静注薬物使用 6 1 7 

母子感染 2 1 3 

凝固因子製剤
（注） 

0 0 0 

その他 47 22 69 

不明 149 91 240 

合  計 2405 623 3028 

 
（３）年齢区分＜累計＞ 

区分 
新規ＨＩＶ 

感染者報告数 
新規エイズ 

患者報告数 
合計 

２０歳未満 29 2 31 

２０歳代 860 76 936 

３０歳代 916 181 1097 

４０歳代 420 185 605 

５０歳代 110 121 231 

６０歳以上 70 58 128 

合  計 2405 623 3028 

 
（４）国籍・性別＜累計＞ 

区分 
新規ＨＩＶ 

感染者報告数 
新規エイズ 

患者報告数 
合計 

日本人 男性 2183 578 2761 

日本人 女性 39 7 46 

その他・不明 
男性 

146 25 171 

その他・不明 
女性 

37 13 50 

合  計 2405 623 3028 

 
（５）感染経路別＜累計＞ 

区分 
新規ＨＩＶ 

感染者報告数 
新規エイズ 

患者報告数 
合計 

国 内 2151 506 2657 

海 外 100 34 134 

不 明 154 83 237 

合 計 2405 623 3028 
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９－１ 大阪市における新規ＨＩＶ感染者・新規エイズ患者報告の状況について（累計） 

（平成元年２月 17日～令和２年 12月 31日） 

 

（１）年次推移＜累計＞

 

（３）年齢区分＜累計＞ 

 

（２）年次別届出数推移 

 
（４）国籍・性別（ＨＩＶ・エイズ）＜累計＞ 

 
（５）感染経路（ＨＩＶ・エイズ）＜累計＞ 

 
（６）感染地域別              （７）新規報告における診断時ＣＤ４値の分布＜平成 31年・令和２年＞
（ＨＩＶ・エイズ）＜累計＞        ※平成 31年１月１日から発生届に診断時のＣＤ４値が追加された。 
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